
新たな年度を迎えて 
 

初夏の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

また新しい期が始まりました。少し遅れましたが期首の 

挨拶をさせていただきます。ここ数年驚異的な伸びをしめ 

してきた当社ですが、残念ながら減収減益になったようで 

す。しかしこれは、万博後いくつかの売上が無くなる予定の 

なか大善戦の結果であると言って過言ではありません。スタッフや現場の人手不足

のおり、既存の顧客の拡大は着実に獲得し、現場の皆様の頑張り（良い仕事）によ

る口コミ物件をいくつか獲得する事ができました。なかなか新規営業に手が回らな

い当社の営業にすばらしい援護射撃になりました。「業績は社員があげる」の言葉

通り、全ては皆さんのおかげであります。心より感謝申し上げます。 

 

さて、また新たな 1年が始まるわけでありますが、短期的には、好景気感なき、深

刻な人手不足に悩まされる年になりそうであります。しかしながら、それよりも大きな

変化の前ぶれは、日本人未経験の「人口縮小時代」に突入したという事であります。

今まで、いろいろな変化がありましたが、すべて日本は成長し続けるという状況下、

「我慢すれば何とかなる」時代でありました。これからは「我慢してもなんともならな

い」時代に突入するわけであります。 

そんな｢変わり目｣の時代に当社は何をなすべきか？私は、昨年まとめた「クレド

の精神」とその大前提である「笑顔、挨拶、報連確、身だしなみ」につきると思ってい

ます。 フェイス to フェイスの当社のサービスにとって１番重要な事はお客様やユー

ザーの方がどのように感じるかという事ではないでしょうか。案外世の中には「不

快」なサービスを行う人はまだたくさんいます。「当たり前の事を当たり前に行う事」

はなかなかできない事であります。「不快」は論外ですが、「普通」も評価の対象では 



 

ありません。「感動」とはいかないまでも「楽しそうに見せたい」とか「心からありがとう

と言わせたい」精神が私たちにうれしい変化をもたらすのではないでしょうか。「過

去」と「他人」は変えられません。「未来」と｢自分｣は変える事ができます。仕事を行う

事は｢心｣が一番重要と気づいた時、それぞれの「出会い」｢成長｣「友情」がはじまる

のではないでしょうか。 

 

今年のスローガンに表記された、 

「感謝の気持ち、素直な心、笑顔で取り組むコニックス」 

は、すがすがしく何かうれしい言葉と思っています。 

今年度もお客様の支持が得られます様、社員の皆さんにも支持してもらえる様、

誠心誠意努力するとお誓い申し上げます。 

お客様、社員、会社が少しずつ幸福になる事と仕事を通じて地域の発展に寄与で

きることを心から祈願いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


